
2024年の活動

カンボジア
自治体とともに子どもたちの
健やかな未来を育んでいけるように

東ティモール
地域ぐるみで支える
持続可能な母と子の健康づくり

日本
3 年間の活動を経て、さらに多くの自治体と共に
母子保健場面での通訳活用促進を前進させる！

年次報告書 2024

2024
Annual Report

（認定） 特定非営利活動法人
 シェア＝国際保健協力市民の会
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2024 年度年次報告書に寄せて

海外では、アメリカ合衆国において 2 度目のトランプ政権が発足し、1 月 20 日に行われ
た大統領の署名の中で、関税引き上げ、WHO 脱退表明、イスラエル―パレスチナ問題やロ
シア―ウクライナ戦争終結に向けてなどの多彩な積極的な働きが始まり、政治的、経済的に
も目の離せない状況になりました。

特に、大統領署名に関しては、国際保健 / グローバルヘルスに関連して重要な案件も含まれ、
国際保健協力に大きな影響を与えています。その主なものは、WHOの脱退、米国の国際協
力機関である USAIDの業務停止命令、米大統領エイズ救済緊急計画（PEPFAR）の資金援助
凍結、などです。

アメリカは WHO への最大の資金提供国であり、総予算の約 15% を占めています。アメ
リカの脱退により、WHOの財政基盤が大きく揺らぎ、WHO が実施しようとしている様々な
活動、特に感染症対策に大きなネガティブな影響が出ると考えられます。パンデミック条約
への不参加により、調達のための十分な資金の目途が立たないこともあり、条約締結さえも
危ぶまれています。USAIDは、年間約 400 億ドルを人道援助に費やしており、これはアメ
リカの年間政府支出の約 0.6％に相当します。その多くは健康プログラムに向けられており、
USAIDの資金の大部分はアジアやサハラ以南のアフリカで使われています。これらの国のプ
ログラムで雇用されていたナショナルスタッフらも解雇されており、カンボジアにおいても
同じようなことが起こっています。また、PEPFARの停止により、50カ国で HIV治療や検
査、予防サービスが停止しています。さらに、前政権時に実施していた、米国による母子保健、
特にリプロダクティブヘルス関連事業が停止されることにより、途上国の女性や子どもたち
への影響も考えられます。

このような中、日本も含む他の国の対応も迫られており、シェアとしても様々な活動の中
で、対策を迫られることもあるかもしれません。

シェアは、昨年、新たな 5 か年中期計画の活動の一つとして、事業の拡大を目的として新
規事業に関する調査を実施し、今年度から、新たにラオス活動を予定しております。

新たなシェアを目指して、努力をしていきたいと思います。今後も、当会へのご支援よろ
しくお願いします。

シェア代表理事
仲佐 保
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カンボジア 東ティモール 日本

出生時平均余命（2023） 71 歳 68 歳 85 歳

5 歳未満児死亡率（出生 1000 人当たり）（2022） 24 人 49 人 2  人

5 歳未満児に見られる発育阻害（2022） 22 ％ 45 ％ 5 ％

妊産婦死亡率（出生 10 万人当たり）（2020） 218 人 204 人 4 人

シェアの理念　VISION

シェアの使命　MISSION

Health for ALL
すべての人々が健康に暮らせる世界の実現を目指します。

困難な状況にある人々が、自ら健康を改善することを支えます。
格差や不公正の解消のため、共に考え行動し、世界に働きかけます。

緊急医療救援
突発的な自然災害・紛争などの犠牲となった
難民・被災民に対して、医療支援を行っています。

カンボジア P6

東ティモール P8

エチオピエア飢餓被災民への緊急
医療救援（1985）

ルワンダ難民キャンプ
緊急医療協力（1994）

フィリピン・ピナトゥボ
火山噴火被災者支援（1991）

東日本大震災被災者支援（2011 ～ 2014）
新潟県中越地震被災者支援（2004）
阪神淡路大震災被災者支援（1995）

スマトラ沖地震
被災者支援（2005）

出典：世界子供白書 2024 （UNICEF）

日本　在日外国人 P10

南アフリカ
エイズプロジェクト（2005 ～ 2011）

過去活動地

タイ
地域保健・エイズプロジェクト（1990 ～ 2015）

現在活動地

シェーちゃん

ぼくたち

案内します。

アーちゃん
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2024年の活動ハイライト

カンボジア

東ティモール

日本
在日外国人

事務局

1月 2月 3月 4月 5月

2024年の活動の一部をご紹介します。

⃝ 「思春期リプロダ
クティブ・ヘルス事
業」事業評価会を
保健省・教育省関
係機関と共に実施

⃝村のキーパーソン
と母子保健の課題
と今年の目標につ
いて協議

⃝効果的な包括的乳
幼児健診ステップダ
ウン研修に向けた
ToT（Training of 
Trainers） 研 修の
実施

⃝栄養専門家チーム
による現地食事調
査の実施（38 名の
栄養調査データを
回収）

⃝保健ボランティアを
対象としたステップ
ダウン研修の実施

⃝乳幼児健診・離乳
食教室の開催（通
年）

⃝自治体予算ワーク
ショップの開催

⃝コミューン女性子
ども委員会会議参
加（通年）

⃝味の素ファンデー
ション食と栄養の事
業 開 始 （～ 2027
年 3 月）

⃝ メティナロ保健セン
ター責任者会議開
催

⃝ 普通分娩研修事後
フォローアップ実施

⃝ 性教育実践のため
の教員研修実施

⃝外国人母子支援勉
強会「ネパールに
おける母 子 保 健 」
をオンラインで開催

⃝杉並区外国人支援
における関係機関
連携会議に出席

⃝女性普及員と活動
の打合せ

⃝東京都母子保健
研修にて講師を担
当

⃝女性普及員と年間計
画会議を実施

⃝ Hot　Generation
ミュージカル共催

⃝学生ボランティアデー ⃝ Peace & Demo-
cracy フォーラム」
共催

⃝つながりマルシェ出
展

⃝オンラインイベント
「東ティモール元
職員 × 駐在員報
告イベント」開催

⃝「母子保健サービス
活性化事業」事業
評価会を県保健局・
保健センターと実施

⃝ 保健医療従事者へ
若年妊婦のケアに
ついて研修実施

⃝ 移譲済み車両維持
管理モニタリング実
施（メティナロ）

⃝外国人母子支援情
報交換会をオンライ
ンで開催

⃝品川区ネウボラ相談
員研修会にて講師
を担当

⃝「切れ目のない支
援 3 年間の取り組
み」活動報告会を
オンラインで開催

⃝医療通訳者フォロー
アップ研修を開催

⃝女性普及員と妊婦
訪問実施

⃝オンラインイベント「ひ
と × キャリア in カン
ボジア」開催 

⃝オンラインイベント「子
どもにどう伝える？性
とジェンダー」開催

⃝プラチナギルドアワー
ド受賞
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5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
⃝州保健局会議参加
（通年）

⃝保健ボランティア会
議参加（通年）

⃝保健センター管理
委員会会議の参加

（通年）
⃝医師免許を保有す

る現地事務所イン
ターンによる統計
研 修 の 実 施（～
12 月）

⃝「カンボジアスタッ
フに学ぶ 『離乳食
教室』体験イベント」
の実施

⃝「ジェンダーと栄養」
のワークショップの
実施

⃝Health and SHARE  
Found ation（HSF）
の現地事務所訪問受
け入れ

⃝保健センター管理委
員 会（HCMC） の
2024 年度の振り返
り と 2025 年 度 年
間計画策定のための
ワークショップの実施

⃝栄養価の高いおやつ
作りに向けた準備

⃝シェアスタディツ
アーの実施

⃝女性子ども委員を対
象としたジェンダー
と栄養に関する知
識の情報収集（～
9 月）

⃝ UA ゼンセンボラ
ンタス海外派遣受
け入れ

⃝ジェイサエン郡 6
コミューンの訪問

⃝小中学校の教員に
保健教育実践のた
めの研 修 実 施（メ
ティナロ）

⃝日本人専門家によ
る新生児ケアにつ
いての勉強会を開
催

⃝移譲済み車両・船
舶維持管理モニタ
リング実施（アタ
ウロ）

⃝ グローバルヘルス
合同学会 2024 に
てワークショップを
開催

⃝外国人母子支援情
報交換会（10 区）
をオンラインで開催

⃝医療通訳者フォロー
アップ研修を開催

⃝中野区でネパール
人住民対象の健康
教育を実施

⃝医療通訳者フォロー
アップ研修を開催

⃝女性普及員と妊婦
訪問実施

⃝8月2日（1983年）
シェア設立記念日

⃝夏ボランティアデー
開催

⃝ネパール人妊婦対
象母親学級をオン
ラインで開催

⃝移住連全国ワーク
ショップ 2024in
大阪へ参加

⃝ 夏 ボ ラ ン テ ィア
デー開催

⃝グローバルフェスタ
JAPAN2024 出展

⃝ UA ゼンセン定期
大会出展

⃝企業ボランティア
デー開催

⃝地域保健専門家と
保健ボランティア研
修の計画づくり

⃝ 第 3 回保健ボラン
ティア研修開始

⃝ 第 3 回保健サービ
ス管理研修の実施

（アタウロ）

⃝ 「清潔で安全な分
娩」研修実施

⃝リプロ事業の保健
教育進捗評価会議
を各校で実施

⃝ミャンマー人妊婦対
象母親学級をオン
ラインで開催

⃝海匝保健所管内保
健衛生連絡協議会
研修会にて講師担
当

⃝新規医療通訳者研
修・選考会を開催

（英語、ミャンマー）
⃝東京都立墨東病院

子どものための地
域連携会議にて講
師担当

⃝オンラインイベン
ト「デジタルヘル
ス で 挑 む 医 療 ア
ク セ スと 健 康 格
差」開催

⃝ ふ くし つ な が り
フェスタ出展

⃝特別企画「本田徹
と共に見つめるいの
ちの格差と世界の
課題」開催

⃝カンボジアスタディ
ツアー報告会開催

⃝企業ボランティア
デー開催

⃝ボランティア感謝祭
開催

⃝週末ボランティア
デー開催

⃝外国人母子支援情
報交換会（10 区）
をオンラインで開催

⃝新規医療通訳者研
修・選考会を開催

（ネパール・フラン
ス）

⃝小中学校の教員に
保健教育実践のた
めの研修実施（アタ
ウロ）

⃝医療器材供与と器
材維持管理のオリ
エンテーション実施

（メティナロ）

⃝第 3 回保健ボラン
ティア研修完了

⃝保健局による母子
保健モニタリング実
施（メティナロ）

⃝シェア人権セミナー
「国内外の人権法 
と在日外国人の健
康権について」をオ
ンラインで開催

⃝ネパール人妊婦対
象母親学級をオン
ラインで開催
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カンボジア

活動の背景・課題

女性子ども委員が子どもの健康を変える

プロジェクト概要

プレアビヒア州 4 郡のコミュニティにおける子どもの栄養改善プロジェクト
活動目的
対象地域における 5 歳未満の子どもの栄養状態が改善される

活動地
プレアビヒア州 4 郡（チェープ、ジェイサエン、クーレン、サンコントマイ郡）、
25 コミューン（12 保健センターの管轄区）

活動内容
①女性子ども委員会が子どもの健康増進活動を管理できる、②妊産婦・養
育者が適切な子どもの栄養行動が取れる、③低体重児のフォローアップ率
の改善、によりコミットした活動を展開していきます。

対象者
直接受益者 : プレアビヒア州保健局、保健センタースタッフ、保健ボラン
ティア、女性子ども委員会
間接受益者：対象地域における 5 歳未満児（推定 15,581 名）とその養
育者および妊産婦（推定 3,469 名）

活動概要図

ラオスタイ

プレアビヒア州

プノンペン
ベトナム

カンボジア
首　都：プノンペン
活動地：プレアビヒア州

Camb od ia

プレアビヒア州は、カンボジア国内でも特に子どもの栄養指標が低く、約
26％の子どもたちが慢性的な栄養不良の状態にあります。脳や臓器が形成さ
れていく「最初の 1000 日」にしっかりと栄養をとることはもちろん、免疫
力を高めて病気を予防することの大切さや、病気になった時にお母さんやお
父さんたちが正しいケアをすることができるようになることが大切です。カ
ンボジアにおいて地方分権化が進んでいることから、自治体組織である女性
子ども委員会を巻き込み、自治体予算を活用しながら、現地の自立性と持続
性を尊重して活動を進めています。

自治体とともに自治体とともに
子どもたちの子どもたちの
健やかな未来を健やかな未来を
育んでいけるように育んでいけるように

自治体とともに
子どもたちの
健やかな未来を
育んでいけるように
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　私は 2022 年からチェープ・ムイコミューンの女性子ども委員として女性子ども委員の月例会議
を開催したり、定期的な乳幼児健診と離乳食教室を実施しています。また、保健センターでの治療
を中断した子どもの家庭訪問では養育者に治療を続けるよう励ましたり、妊産婦の家庭では、妊娠
中・産後のケアについてアドバイスを行っています。村ではジェンダー意識の向上や女性・子どもの
健康管理に関する啓もう活動に多くの時間を費やしています。村の人たちが自身の健康の大切さに
ついて理解し、学んだことを実践してくれる時に大きな喜びを感じます。これからもシェアや保健ボ
ランティアと協力しながら、子どもたちの健康を育んでいきます。

学び　チェープ郡 女性子ども委員が語る持続可能なコミュニティを目指して

活動報告・成果

「コミュニティにおける子どもの栄養改善プロジェクト」
プレアビヒア州において第2 期となるJICA 草の根パートナー事業においては、シェ

アがこれまで実施してきた母子保健・栄養改善のプロジェクトの経験を活かして、5 
年間をかけて4 郡で活動を展開しています。また、2024年は公益財団法人味の素ファ
ンデーションの「食と栄養」国際支援助成を通して、ジェンダーと栄養をテーマにし
た事業も始動しました。

2024 年度は 5 年間のプロジェクトの前半 2 年間で集中的に介入する 2 郡（チェ―
プ、ジェイサエン郡）で実施したベースライン調査の分析を行いました。ベースライン
調査の結果は、調査対象全体の 23% が低体重児、27% が発育阻害であり、カンボ
ジアの全国値と比べてもいずれも高い値でした。最低限の食事の多様性（Minimum 
Dietary Diversity, MDD）や野菜や果物を全く食べない（Zero Vegetable or 
Fruit, ZVF）子どもたちが全国平均を大きく下回っており、高い低体重率との関連が
推測されます。また、2 月に日本の栄養専門家を招いて実施した食事調査においても、
一日に奨励されているカロリーに満ちていない子どもが多く、一部の子どもたちでどうにかカロリーが満ちている子
どもはスナック菓子などの不健康なお菓子を摂取していることが分かりました。子どもたちの栄養改善には栄養価の
高いおやつを食べてもらうことが重要になることから、2025 年度は栄養価の高いおやつ作りとその普及にも注力し
ていきます。

5 月にはチェープ郡とジェイサエン郡において、女性子ども委員の自治体予算・業務内容把握のワークショップを
実施しました。また、11月から12 月にかけて、チェープ郡、ジェイサエン郡、サンコントマイ郡において「ジェンダー
と栄養のワークショップ」も実施しました。ワークショップでは地域にあるジェンダー規範の振り返りや妊婦の栄養、
離乳食に関するリフレッシュ（おさらい）研修も行い、研修前後のテストも全体的に知識の向上が見られました。ワー
クショップでは 2024 年の活動の振り返りと次年度活動計画の策定も行いました。多くのコミューンが 2025 年度
は四半期に一度の子どもの健康増進活動を予定していますが、カンポンスロラオムイ・コミューンでは、シェアのサ
ポートに頼ることなく、すべて自村の予算で計画を立てることができました。

ジェイサエン郡の年次計画ワーク
ショップで発表する女性子ども委員

活動計画

女性子ども委員が管理能力を向上できるように
2025 年度は前半 2 年間で介入したチェープ郡、ジェイサエン郡を対象にエンドライン調査を実施するとともに、

後半 2 年間で集中的に介入するクーレン郡において女性子ども委員を主導とした子どもの健康増進活動を展開して
いきます。具体的には女性子ども委員が管理能力を向上できるためのワークショップを実施するとともに、女性子ど
も委員と保健ボランティアが協力して乳幼児健診を定期的に開催していきます。また、2024 年に実施した栄養専
門家による対象者の摂取食品量についての食事調査の結果をもとに、栄養補完食（BP100）を使用した栄養価の
高いおやつ作りの普及を女性子ども委員と一緒に進めていきます。サンコントマイ郡では重度低体重児の子どもの
家庭訪問等を実施する予定です。

女性子ども委員
シン・ブパさん
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東ティモール 
Timor-Leste

活動の背景・課題

①母子保健サービス活性化事業（通称：HAKBESIK）、②リプロダクティブ・ヘルス事業
活動目的
① 住民の母子保健に関する理解を深めるとともに、母子保健を中心とす

る保健医療サービスが改善される
② 若年層のリプロダクティブ・ヘルスに影響する地域人材の理解や技術

が高まる

活動地
①ディリ県メティナロ郡（全３村）、アタウロ特別県（全５村）
②ディリ県コモロ郡（中学・高校　全４校）

対象者
① 住民約 18,000 名（妊産婦 620 名、保健ボランティア 50 名、保健医

療従事者 60 名、小中学校教員 35 名、自治体関係者 40 名を含む）
②中高校生徒約 3,700 名、教師約 180 名

活動概要図

母子保健サービスをもっと身近に
東ティモールが独立を果たし 23 年が経過しましたが、母子保健はいまだに

優先課題の一つとされています。シェアが活動対象としているディリ県メティ
ナロ郡やアタウロ特別県は、山や海に囲まれた僻地であり、妊娠・出産時に
必要な保健医療サービスを利用できない母子が約半数にのぼります。

東ティモールは比較的就学率が高く、予防可能な感染症に関する知識の普
及においては学校保健の効果が期待される地域です。しかしながら、多くの
教員が保健に関する知識を持たず、学校での保健教育が実施されていないの
が現状です。ディリ県の中心部にあるドン・アレイソ郡では、思春期を迎え
た子どもたちが「性」に関する教育を受けられず、健康的な生活を送るため
の適切な意思決定が難しい状況にあります。

住民がライフコースを通じて健康に暮らせる環境を整えるためには、リプ
ロダクティブ・ヘルス全般を担う保健医療従事者と、学校で保健教育を担う
教員の双方を対象とし地域ぐるみの取り組みが必要です。

プロジェクト概要

東ティモール
首　都：ディリ
活動地：ディリ県、アタウロ特別県

ディリ

アタウロ島

地域ぐるみで支える地域ぐるみで支える
持続可能な母と子の持続可能な母と子の
健康づくり健康づくり

地域ぐるみで支える
持続可能な母と子の
健康づくり
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持続可能な母子保健サービスへ ―母子保健教育の浸透と拡大―
母子保健サービス活性化事業は 3 年目を迎え、7月の事業終了に向けて、現地の

主体性を尊重しながら進めています。住民の保健知識の向上を目指し、保健ボランティ
アへの研修を継続しており、彼らが実施した健康促進活動は延べ 2,528 名の住民に
届きました。また、小中学校の教員を対象とした保健教育実践者研修は、昨年度を
大きく上回る計 370 回実施され、延べ10,384 人の生徒が保健授業を受けました。

保健医療従事者に対しては「清潔で安全な分娩研修」を実施し、その結果、分娩
介助に対する自信が向上しました。さらに、アタウロ島の僻地のヘルスポストでは分
娩の受け入れが開始され、保健センターでは 2 年目に供与された医療器材を活用しながら、医師が分娩シフトに入
る姿が見られています。これにより、対象地域における母子保健サービスへのアクセスが改善されています。

また、本プロジェクトで導入した医療従事者向けの院内勉強会は、保健センター内に定着し始めており、現地の
医療従事者が主体的に保健医療の知識を更新する姿が見られています。さらに、県保健局や保健センターが管轄
下の施設をモニタリングし、現場の課題解決に向けた取り組みを強化する動きも活発化しています。

活動報告・成果（母子保健サービス活性化事業）

分娩介助実施研修を受ける助産師

活動計画

母子保健事業、リプロ事業は活動の締めくくりを！学校保健事業始動！
母子保健サービス活性化事業は、2025 年 7 月の事業完了に向けて、住民主体の健康づくりの実践や保健サー

ビス管理システムの強化を進めます。事業終了後も継続可能な仕組みの定着を目指しながら、最終評価を実
施します。リプロダクティブ・ヘルス事業は 3 年目を迎え、2 年目に開始した教員研修の継続に加え、給水
設備やトイレの整備を進めていきます。また、ディリ県メティナロ郡とアタウロ特別県では、学校保健の活
動を活発化させるため、新たに学校保健事業を開始します。

私はシェアが主催する教員研修を受け、リプロダクティブ・ヘルス教育を学びました。この研
修で私が得ることのできた知識・経験を生徒たちに伝えていきたいと思っています。シェアの教
材は教員が授業で指導しやすいよう、そして生徒がわかりやすいようにつくられており、教育現
場で使いやすいです。生徒たちが話を聞かず、注意しなければならないことも多くありますが、
研修で私たち教員が重要だと感じた性に関することを、これからも伝えていきます。

やりがい　研修で得た知識や経験を生徒たちに伝えていきたい！

対象となる 4 校の中等・高等学校教員 53 名を対象に、リプロダクティブ・ヘルス
教育に関する研修を実施しました。本研修には、ディリ県保健局の教育監査官や教育
省・保健省の職員もオブザーバーやファシリテーターとして参加し、関係機関との協力
体制を構築しました。

研修を受けた教員による授業は計 29 回実施され、延べ 818 名の生徒が保健教育
を受講しました。また、各学校の給水設備やトイレの調査を行い、設備の維持・管理
方法について提案を行いました。

さらに、地域での受け入れ態勢を強化するため、保健センターに所属する医療従事者 35 名を対象に、若年層の
特性に配慮したリプロダクティブ・ヘルスサービスの提供に関する研修を実施しました。

活動報告・成果（思春期リプロダクティブ・ヘルス事業）

参加型のワークを実施する教員研修参
加者

教員研修の継続とフォローアップで活動の定着を目指す

教員
イレネ・ソアレスさん



10

日本
Jap a n

活動の背景・課題

言葉や制度、文化などの壁を越えて母子保健サービスへのアクセス格差をなくす

プロジェクト概要

母子を中心とした外国人の保健医療サービスへのアクセス改善プロジェクト
活動目的

日本に住む外国人の保健医療へのアクセスが改善する

活動地

東京都（新宿区、杉並区、豊島区、中野区、荒川区、板橋区、
江戸川区、大田区、江東区、品川区を中心に）
電話相談は全国エリア

対象者

主に、外国人妊産婦、就学前の子どもを育てる母親と家族、
その支援者（保健医療福祉従事者）
※ 外国人コミュニティとの活動はネパール人母子対象

活動概要図

現在日本で生まれる子どもたちの約 25 人に 1 人は、両親のどちらか、あ
るいは両方が外国人です。言葉の壁や母国との保健医療システム等の違いが
ある中、外国人妊産婦は日本での妊娠・出産・子育て等に関する必要な情報
を得ることが難しく、母子保健サービスにアクセスできないことが少なくあ
りません。このような状況の中、シェアでは、国籍に関係なく、妊産婦が必
要な情報を得て、安心して出産・子育てが行えるよう、2016 年から母子保
健活動を開始しました。2021 年 4 月から 3 年間、東京都内 4 区を対象地域
とし、母子保健通訳の活用促進と、区を越えた連携、支援体制の充実に向け
て活動し、通訳の活用が大幅に増加しました。2024 年 4 月からは 2 つの大
きな助成金をいただくことができ、新たに 6 区を対象地域に加え、医療通訳
ニーズに応えられるよう、事業体制の強化にも力を入れて活動しています。

3 年間の活動を経て、3 年間の活動を経て、
さらに多くの自治体と共にさらに多くの自治体と共に
母子保健場面での母子保健場面での
通訳活用促進を前進させる！通訳活用促進を前進させる！

3 年間の活動を経て、
さらに多くの自治体と共に
母子保健場面での
通訳活用促進を前進させる！
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新規医療通訳者研修にてシナリオ練習

活動報告・成果

2つの新しい助成金の支えで医療通訳の事業体制強化にも取り組む
1. 対象地域を東京都内 4 区から 10 区へ広げ、更なる連携と医療通訳の活用促進へ

母子保健場面の医療通訳は、年間 274 件（昨年より 94 件増）に対応し、依頼元の自治体は東京都内 18 区 1
市他へと広がり、活用が更に広がりました。対象地域のうち新たに 3 区で母子保健通訳の予算確保が進み、通訳
を活用できる環境作りを進めることができました。対象地域の保健師等と外国人母子支援に関する情報交換会な
どを４回開催し、参加者は延べ158 名となり、相互の学び合いが深まっています。
2. 保健師等とも連携しながら、外国人母子への健康教育を実施

オンライン母親学級をネパール語で 2 回、ミャンマー語で 1 回開催し、参加者は過去最高の合計 44 名となり
ました。また、女性普及員 1）と妊婦訪問による情報提供を 4 回行いました。ネパール人が主に通う幼稚園の保護
者向けに幼児の栄養に関する健康教育を実施するとともに、中野区のネパール人集住地域でも自治体と連携して
栄養と歯科衛生に関する健康教育を行い、84 名のネパール人親子の参加となりました。
3. 外国人の保健医療へのアクセス改善に向けた活動も、関係機関と連携しながら継続

HIV や精神疾患など母子保健以外の医療通訳に 24 件対応し、在留資格に関連した相談や HIV 患者の支援等、
外国人の健康支援に関する電話相談に 92 ケース162 回（昨年より33 ケース 46 回増）対応しました。外国人労
働者の健康課題解決のための情報普及・保健医療サービスへの道筋整備・連携体制強化の活動として、「健康ハン
ドブック」のネパール語・ミャンマー語・インドネシア語版の作成等を進めています。
4. 医療通訳体制の強化に向けて、医療通訳者の育成に専念

増加する医療通訳ニーズに応えるため、新規医療通訳者研修・選考会を 2 回実施し、
ネパール語、フランス語、ミャンマー語、英語の医療通訳者を計10 名増員しました。
また医療通訳者フォローアップ研修を 3 回行い、延べ 63 名が参加しました。
5. 医療通訳の必要性や外国人母子の支援について、保健医療福祉従事者等と共に
多くの方へ発信
「外国人母子の健康を守る切れ目ない支援体制構築事業」3 年間の活動報告会を

対象 4 区の母子保健担当係長登壇のもと開催し（63 名参加）、活動報告書も作成し
都内 23 区等へ配布しました。グローバルヘルス合同学会にて保健医療従事者・NPO 職員と共に医療通訳に関す
るワークショップを開催（約 80 名参加）、在日外国人の健康権に関するセミナーをオンライン開催（当日 89 名参加、
アーカイブ 371回視聴）しました。

活動計画

通訳派遣調整業務のシステム化を進め、多くのニーズに安定して対応できる体制へ
WAM モデル助成事業として行っている母子保健場面での医療通訳活用促進や通訳の事業化に向けた活動が 2

年目を迎えます。休眠預金活用助成事業では、医療通訳ニーズの増加に伴い煩雑化している医療通訳派遣調整業
務の効率化に向けたシステム開発などを進め、アドボカシー活動などにも力を入れていきます。

1） 外国人コミュニティにおける母子保健サービスの情報提供を目的としたネパール人保健ボランティア（Female Health Promoter）

医療通訳を通じて気づいたのは、コミュニケーションの大切さです。ベトナム人コミュニティ
では「日本の医師は大丈夫としか言わない」という声をよく耳にします。しかし、実際の通訳場
面では、どの医師も疑問や不安を伝えると丁寧に答えてくれます。おそらく多くのベトナム人が
疑問や不安があっても言葉の壁により質問できず、医師は問題がなければ「大丈夫」とだけ伝
えてくれるからだと思います。こういった不安や誤解が生じないよう、保健医療の場面では、必
要な時に医療通訳者を通じてしっかりコミュニケーションをとり、適切な医療やサービスを受け
てほしいと思っています。私自身も医療通訳を通じて学び続け、言葉で困っているベトナム人の
支援に今後も貢献していきたいと思います。

想い　 信頼関係を築き、安心して適切な医療やサービスを受けられるよう、 
支えたい

 

ベトナム語通訳者
ディン・タントゥエンさん
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●講師派遣、人材育成研修
［講師派遣］
〇小・中・高校・専門学校・大学・大学院の授業の講師、その他団体からのセミナー、  

ワークショップの講師として職員及び役員を派遣しました。（47 回）
［人材育成研修］
〇  JICA 海外協力隊 課題別派遣前訓練（エイズ対策）（オンライン 1 回）

●イベント
［シェア主催イベント］
〇シェア主催活動報告会・イベントをオンライン中心に 9 回実施。         

カンボジア駐在員溝口帰国報告会（3 月）、在日外国人支援事業 母子保健活動報告会（3 月）、東ティモール子どもにどう伝える？性
とジェンダー（4 月）、東ティモールで 25 年！元職員 × 駐在員が語る国際協力 NGO シェアの軌跡（5 月）、デジタルヘルスで挑む、
医療アクセスと健康格差（9 月）、カンボジアスタッフに学ぶ『離乳食教室』体験イベント、カンボジアスタディーツアー報告会（11
月）、福島発のメッセージ：本田徹と共に見つめるいのちの格差と世界の課題（11 月）、人権セミナー国内外の人権法と在日外国人
の健康権について（12 月）

［イベント参加］
〇ホットジェネレーションミュージカル（1 月）、グローバルフェスタ（9 月）

●ボランティア
［火曜（通う）ボランティアデー］

2024 年は、総勢 17 名のボランティアの方々に東京事務所やイベント会場でご協力いただきました。ボランティアデーの開催は
91 回に渡り、延べ人数にすると 439 名もの方々がシェアの活動に関わってくださいました。みなさまにお手伝いいただいた活動
の一部をご紹介します。　〇 発送作業：9,544 通　〇 使用済み切手の整理：総重量 110kg　〇 テレフォンカードや書き損じハガキな
どの物品仕分け：合計換金額 1,255,421 円。この他、多くの場面でご活躍いただきました。

［週末ボランティアデー／夏ボランティアデーなど］
2024 年も「参加できるシェア」を目指し、様々な趣旨のボランティアデーを開催してきました。　〇 週末ボランティアデー（11

回開催）　〇 台東区社会福祉協議会主催「夏！ボランティア体験」（2 回開催）　〇 学生ボランティア（1 回開催）　〇 法人連携コラボ・
企業ボランティア（4 回開催）。合計開催回数は 18 回と多くの方にご参加いただき、新たな出会いも沢山あった 1 年でした。

ボランティア活動を気軽に楽しんでいただけるよう、シェアに関わる「人」や雰囲気を通じてシェアを好きになっていただける
よう取り組んできました。週末ボランティアにご参加いただいた方の中には、その後、継続的なボランティアとして活動してくださっ
ている方もいらっしゃいます。2025 年も引き続きボランティアにご参加いただける機会を設けていく予定です。

専門性を活かして伝える

普及啓発／市民活動／広報

ピックアップ書籍

●医者のいないところで 2015 年版
　-Where There Is No Doctor

世界ではいまも、多くの子どもや母親たちが、マラリア、
エイズ、下痢、栄養失調、妊娠・出産の合併症など、予防
可能な病気のために、いのちを落としています。

こうした病気を医者のいないような地域でも可能な限り予
防し、治すための手引き書としてデビッド・ワーナー（David 
Werner）氏が著したのが「Where There Is No Doctor」

（1968）です。80 以上の言葉に訳され、何百万人という途
上国で働く保健ボランティア、助産師、看護師ら、そして住
民自身に圧倒的信頼と支持を得ています。

価格（税込）： 2,200 円　　購入はこちらから ⇒

●コーヒー1 杯からの国際協力
シェアが活動している東ティモールは、コーヒー

の有数な産地であることをご存じでしょうか。標
高 1450 ｍを超えるエルメラ県では朝晩の寒暖差
が大きく、朝にはたっぷりの霧が降り、昼は太陽
の日差し和らげるシェードツリーの木陰に守られ
美味しいコーヒーが育つ理想的な環境。農薬や化
学肥料を使わずに、完熟豆だけを手摘みするので

甘味と酸味のバランスがよくすっきりとした味わいです。コーヒー1 杯からの
国際協力にぜひご参加ください。

購入はこちらから ⇒
シェア応援！東ティモールコーヒーレギュラー粉 200g　
1,200 円（税込）
シェア応援！東ティモールコーヒードリップバッグ５袋セット
700 円（税込）

福島発のメッセージ：本田徹と共に見つめ
るいのちの格差と世界の課題
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2024 年 4 月 6 日、東京ウィメンズプラザで行われた表彰式において、シェアは
プラチナ・ギルドの会から「第 10 回プラチナ・ギルドアワード」を受賞いたしました。
この賞は、シェアが長年にわたり国内外で保健医療支援活動に取り組んできたこと、
また国内で在日外国人の健康支援を行っていることが高く評価され、授与されたも
のです。受賞に伴い、賞金10 万円と賞状を賜りました。

プラチナ・ギルドの会は、アクティブ・シニアが日本社会でますます重要な役割
を担う中で、「シニア世代の社会的責任」を意識し、これまでに培った経験、知恵、
人脈、スキルを活かして社会貢献を目指す団体です。今回、シェアが受賞した背景
には、設立当初から関わっているメンバーがアクティブ・シニアとして現在も活躍し
ている点も評価されました。このような賞を頂けたことに深く感謝しています。

今回の表彰式では、シェアの他にも、貧困問題、地域活性化、障がい者支援など、
さまざまな社会課題の解決に取り組む 4 つの団体も表彰されました。これらの団体
とともに評価されたことは、シェアにとって非常に意義深く、今後の活動に対する大きな励みとなっています。表彰式で、
代表理事の仲佐が行った受賞スピーチでは、これからも国内外での保健医療活動に全力を尽くす決意を力強く語り、熱
い思いが会場の皆さまに伝わったと思います。

シェアは、この度の受賞を新たなステップとして、さらなる挑戦と成長を目指していきます。シェアの理念である「す
べての人々が健康に暮らせる世界」の実現を目指し、地域や国を超えた連携を深め、今後も多くの方 と々共に社会課題
の解決に取り組んでいきます。

認定 NPO 法人プラチナ・ギルドの会 https://www.platina-guild.org/

●情報発信
ブログは公式ホームページと note の両方で配信し、引き続きシェアの事業を幅広いユーザーに届けました。特に、イベント開

催ページは、ビジュアル的な要素を加えたバナーを作成し、イベントの情報を分かりやすく届けました。SNS 配信に関しては、引
き続きトレンドのキーワードを取り入れて SEO 対策に加え、Facebook と Instagram のストーリー投稿を増やして情報配信を行
いました。特に、SNS の頻度を更に増やして、タイムリーな配信と現場感のある情報発信を行いました。メールマガジンは直近開
催予定のイベントをタイトルに入れて読者の関心を促す配信を行いました。発行誌に関しては、機関誌「ボン・パルタージュ」を
2 回と年次報告書発行を行いました。

●アドボカシータスクフォース（ATF）
中期計画に基づき、アドボカシータスクフォース（ATF）は毎月定例会を開催し、勉強会や方針策定、実践活動を通じて幅広い

取り組みを行いました。勉強会では専門家を招き、シェアのアドボカシーの在り方や目的を議論し、9 月にはシェアのアドボカシー
実施方針を最終化しました。アドボカシー実施としては、他団体からの声明への賛同活動や、6 月と 7 月には入管法による社会的
健康権の脅威を訴える声明を発表、10 月以降は外国人母子支援に向けた医療通訳制度の整備や母子保健サービスの平等な利用に関
するアドボカシー活動を検討しました。さらに、12 月には李節子理事による講演会を開催し、活動をより一層広げています。

●海外事業 新規事業国調査（ラオス）
2024 年、シェアは新たな海外事業の展開に向け、ラオス、ネパール、フィリピンの 3 か国を候補に検討を開始しました。現地

の実状やニーズを踏まえて議論を重ねた結果、ラオスとネパールの 2 か国に絞り込み、9 月・10 月に現地調査を実施しました。調
査結果を 9 つの評価項目に基づいて比較した結果、ラオス南部のチャンパサック県を新規事業候補地として選定しました。特に、
保健医療の状況や支援ニーズの高さ、行政機関や協力団体との連携の可能性が高く評価されました。2025 年には、旧シェアタイ
事務所を前身とするタイの「Health and SHARE Foundation（HSF）」の協力を得て、2026 年度からの本格始動に向け、さらな
る調査と準備を進めていく予定です。

シェアがプラチナ・ギルドの会から表彰 - 保健活動への長年の貢献が評価

受賞の様子

仲佐代表理事のスピーチ

事務局次長兼管理部長　西山美希
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支えてくださり、ありがとうございます。

シェアの支援者・パートナー

10 万円以上の補助金、助成金、寄付金等活動資金を
ご提供いただいた団体・企業・組織

（2024 年 1月1日から 2024 年 12 月 31日までの入金に基づく）

●カンボジア
（公財）味の素ファンデーション
SMBC グループライジング基金

（独法）国際協力機構
生活協同組合パルシステム東京
日本労働組合総連合会「連合・愛のカンパ」

（公財）毎日新聞社東京社会事業団
ＵＡゼンセン

（一財）ゆうちょ財団

●東ティモール
外務省

（特活）WE21ジャパンおだわら
（公財）ベルマーク教育助成財団
（公財）毎日新聞社東京社会事業団
UA ゼンセン
横浜おおとりコスモポリタンライオンズクラブ

●在日外国人支援
（特活）WE21ジャパン厚木
認定 NPO 法人日本都市計画家協会

（休眠預金等活用事業より）
（独法）福祉医療機構
東京都新宿区　
東京都中野区
東京都杉並区

（公財）トヨタ財団

●無指定
（株）アイオイ・システム
（医） いこいの森
花王（株）
ジャパンシッピングサービス（株）

（医）　心信会　池田バスキュラーアクセス・透析・内科
（医）すくすく会　木村小児科
（特活）プラチナ・ギルドの会
（株）六花亭　六花亭共済会
（株）横尾嘉信事務所

 東ティモール事業クラウドファンディングに
10 万円以上ご支援いただいた皆様

（※掲載ご希望の方のみ）

泉從道　様　　　戸部渉　様　　　森本　様　　　横浜おおとりコスモポリタンライオンズクラブ　様
渡辺美紀　様

（五十音順）
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スタッフ、役員、
顧問および専門委員リスト

（1）海外駐在員
◎カンボジア： 上倉多惠（現地代表、7 月入職）、清モーガン三恵子（プロジェクトマネージャー）、    

溝口紗季子（現地代表補佐、3 月退職）
◎東ティモール： 巣内秀太郎（現地代表）、深堀夢衣（ヘルスコーディネーター）

（2）東京事務局職員
・ 八尋英昭（事務局長）、西山美希（事務局次長兼管理部長、東ティモール・普及啓発・法人連携担当）、 

坂下有起（法人連携・物販担当）、金 珉淑（広報担当）、末永明日香（支援者サービス担当）、 
吉野達夫（支援者サービス担当）、瀬戸聖子（経理総務担当）、山本裕子（在日外国人支援担当）、 
松尾沙織（在日外国人支援担当）、山本貴子（在日外国人支援担当）、村田浩子（在日外国人支援担当、9 月入職）、 
関真砂乃（在日外国人支援担当、10 月入職）、永島美有紀（在日外国人支援担当、5 月入職、9 月退職）、 
有満麻理（カンボジア担当）、冨澤真紀（東ティモール担当） 

・東京事務局インターン：  牧 愛海（第 20 期）、池見文芽、小幡美乃（第 21期）、今泉有湖、納富あゆみ（第 22 期）
・カンボジア事務所インターン： 櫛渕澪

（3）役員
◎理事 

・仲佐保（代表理事、わたクリニック　医師）
・澤田貴志（副代表理事、港町診療所　医師）
・仁科晴弘（副代表理事、江東病院　医師）
・本田徹（いいたてクリニック　医師）
・磯田厚子（女子栄養大学　理事・名誉教授）
・宇井志緒利（大学非常勤講師）
・鈴木有佳（慶応義塾大学医学部助教）
・虎頭恭子（国立国際医療研究センター）
・本橋栄（元シェア事務局長、社会福祉士）
・山口誠史（元シェア事務局長）　
・横田雅史（NPO 法人 HANDS　代表理事・事務局長代行）
・李節子（長崎県立大学名誉教授、助産師・保健師）

◎監事
・高塚直子（公認会計士・税理士）
・蓮尾慶冶（元日本民際交流センター事務局長）

（4）顧問
・石川信克（結核予防会結核研究所名誉所長）
・鎌田實（諏訪中央病院名誉院長）

（5）専門委員（理事兼任を除く）
・ 工藤芙美子　（保健アドバイザー、カンボジア、東ティモール、在日外国人支援）、 

佐藤真美（カンボジア、東ティモール、在日外国人支援）、川口みどり（カンボジア、東ティモール）、松井三明（カンボジア）、
松山章子  （カンボジア）、鈴木直喜 （東ティモール）、豊川智之 （東ティモール）、中久木康一（在日外国人支援）、 
廣野富美子（在日外国人支援）

（2024 年 12 月 31日現在）
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会計報告
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健康に暮らしたい、⼦どもに健康に育ってほしいと願う気持ちは、どこの国であっても変わりません。
しかし世界には、⾵邪や下痢などの簡単な病気で失われてしまう命があります。

「⾔葉の壁」にぶつかり、⼦どもを育てるために⼗分なサポートを受けられない⼈がいます。
地域の住⺠が主体となり、⾃らの⼒で健康を保つことが当たり前になる。

シェアは、そんな世界を⽬指して、
「いのちを守る⼈」を育てる活動に取り組んでいます。

いのちのリレー募⾦

在⽇外国⼈⺟⼦が⽇本の保健サービスを利⽤する際、
医療通訳を1回派遣することができます。

4名の教員が保健教育実践研修を受講でき、200名の
児童・⽣徒が保健の知識を得る機会に繋がります。

毎⽉ 毎⽉円/年のご寄付で 円/年のご寄付で1,000 5,000
1⽇あたり 1⽇あたり

円33 円165

いのちを
守る⼈を
育てる

※「いのちのリレー募⾦」は、シェアの毎⽉定額募⾦です

▶�「いのちのリレー募⾦」ご参加⽅法��◀
❶�HPからクレジットカード決済 ��右記URLよりお⼿続きください。https://share.or.jp/share/donate/relay/
❷�申込⽤紙を取り寄せて郵送 ��シェア東京事務局（info@share.or.jp）までご連絡ください。申込書をお送りします。26 27
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――プライマリ・ヘルス・ケアの精神と共に――

アルマ・アタ宣言（※）にてプライマリ・ヘルス・ケアが
定義されてより 40年以上が経ちました。

シェアが大切にしているプライマリ・ヘルス・ケアは、
すべての人にとって健康を基本的な人権として認め、
その達成の過程において、住民の主体的な参加や自己決定権を
保障する理念であり、方法･アプローチでもあります。

すべての人々が基本的な保健医療サービスを受けられるようになること、
そして健康づくりが地域の人々自身の活動になることが、私たちの願いです。

誰ひとり取り残されない社会を目指し、
シェアはこれからも
皆様と共に活動を続けていきます。

※アルマ・アタ宣言
1978年旧ソ連邦カザフ共和国の首都アルマ･アタで開催された
第一回プライマリ・ヘルス・ケアに関する国際会議（WHO、UNICEF 主催）で
採択された宣言文。


